
授業科目(ナンバリング) 薬物治療学Ⅱ（N4E404） 担当教員 山口 拓 

展開方法 講義 単位数 1.5 単位 開講年次・時期 4 年・前期 必修・選択 必修 

授 業 の ね ら い  

アクティブ・ 

ラーニング 

の 類 型 

 薬物治療学Ⅰに引き続き、患者の病態に応じて薬の選択、用法・用量の設定から、適正な医薬品使用

のために、代表的な疾患に対する薬物治療の理解を深め、臨床薬剤師として必要な基本的知識を修得す

ることを目的とする。本講義は、薬理学で学んだ各種治療薬の基礎に基づき、薬理・薬剤系教科や病態

生理学（疾病学）などの治療学系教科に続く臨床応用（薬物療法）の授業として位置づけられる。 

①②③⑨ 

ホスピタリティ

を構成する能力 
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標  評価手段・方法 評価比率 

専門力 

(1) 主要な疾患について、その病因の概略を説明できる。 

(2) 治療薬の作用機構や特徴に即して、合理的な薬物療法を説明で

きる。(3) 疾患の病態に合わせた合理的な薬物療法を判断できる。 

小テスト 

定期試験 

  10％ 

  90％ 

情報収集、 

分析力 
   

コミュニケーシ

ョン力 
   

協働・課題解決

力 
   

多様性理解力    

出  席 受験要件 

合  計 100％ 

評価基準及び評価手段・方法の補足説明   

 記述式を中心とした定期試験（筆記試験）の成績を 90%として評価する。また、内容の理解度を深めるために、小テ

ストをポートフォリオにて実施し、その成果を 10%として評価する。小テストの実施および出題範囲に関しては講義に

て事前に案内し、そのフィードバックは講義あるいはポートフォリオにて行う。講義に使用する配布資料に添付され

た確認問題は復習のための自学自習用として利用し、確認問題そのものは評価の対象としないが、小テストの出題範

囲に含める。全講義時間の３分の１を超える欠席のあった学生は、定期試験の受験資格を喪失する。 

授 業 の 概 要 

１．血液関連疾患(貧血・血栓塞栓症)における薬物治療  

２．代謝性疾患（糖尿病・脂質異常症・高尿酸血症）における薬物治療 

３．泌尿器疾患における薬物治療  ４．免疫疾患（関節リウマチ）における薬物治療 

５．皮膚疾患（アトピー性皮膚炎）における薬物治療 ６．呼吸器疾患（気管支喘息･COPD）における薬物治療 

上記の疾患について、最新の治療ガイドライン、臨床で用いられる治療薬の種類（効能・効果）と代表的な処方、薬

剤（同種同効薬を中心に）の使い分け、使用上の注意、副作用とその対処法について講義する。また、疾患に関連す

る新たに上市された最新の治療薬についての医薬品情報も紹介する。教科書、プリント、パワーポイント、動画など

を用いて授業を進める。また、内容の理解度を深める授業外学修のために、各項目にて配布した資料に添付された確

認問題の解答、医薬品関連情報（新薬情報を含む）および疾患関連情報についてポートフォリオを通じて提供する。 

この授業の標準的な 1 コマあたりの授業外学修時間は、112.5 分です。  

教 科 書 ・ 参 考 書 

教科書：Visual core pharma薬物治療学（南山堂） 

参考書：今日の治療薬（南江堂）、治療薬マニュアル（医学書院）、薬がみえる vol.1～4（Medic Media） 

指定図書：Visual core pharma 薬物治療学（南山堂）、新しい疾患薬理学（南江堂） 

授業外における学修及び学生に期待すること 

薬物治療学の理解には、疾患に対する知識（疾病学、病態生理学、病理学）、使用薬物に関する知識(薬理学、薬剤学）、

薬物動態に関する知識が必要とされる。時には、生化学、機能形態学（生理学、解剖学）などの基礎的な生物学的知

識を総動員して理解を深めることも重要である。該当疾患に関連する既習分野（特に生化学、機能形態学、薬理学、

疾病学）については授業前に復習しておくことを強く推奨する。また、授業内容に対する積極的な質問を歓迎する。

質問がある場合は、基本的に在室中であれば対応可能です（薬学研究棟１階 P102）。  



回 テ ー マ 授 業 の 内 容    予習・復習 到達目標番号* 

1 イントロダクション 

講義概要と授業方針の説明 

最新の医薬品売上ランキングから医療業界の

動向を知る 

─ 
573, 589 

590, 755 

1 

2 

血液関連疾患 

 (1)～(2) 

(1)貧血における薬物治療の位置づけ、処方、

副作用 

(2)血栓塞栓症における薬物治療の位置づけ、

処方、副作用、 

(3)脳血管疾患における薬物治療の位置づけ、

処方、副作用 

事前配付資料ならびに

血液関連疾患とその治

療薬について記載され

ている教科書の該当項

目を予習しておく 

 

予習･復習として関連

項目に関する既履修科

目内容（機能形態学、

生化学、疾病学など、

特に薬理学）の確認 

(以下、同様) 

610 

642 

643 

645 

3 

4 

5 

糖尿病 
糖尿病およびその合併症における薬物治療の

位置づけ、処方、副作用 

事前配付資料ならびに

糖尿病(合併症も含む)

とその治療薬について

記載されている教科書

の該当項目を予習して

おく 

669 

6 

7 

脂質異常症 
脂質異常症における薬物治療の位置づけ、処

方、副作用 

事前配付資料ならびに

脂質異常症とその治療

薬について記載されて

いる教科書の該当項目

を予習しておく 

670 

8 

9 

高尿酸血症 
高尿酸血症における薬物治療の位置づけ、処

方、副作用 

事前配付資料ならびに

高尿酸血症とその治療

薬について記載されて

いる教科書の該当項目

を予習しておく 

671 

10 泌尿器疾患 

泌尿器疾患(特に過活動膀胱、前立腺肥大症、

尿崩症)における薬物治療の位置づけ、処方、

副作用 

事前配付資料ならびに

泌尿器疾患(特に過活

動膀胱、前立腺肥大症、

尿崩症)が記載されて

いる教科書の該当項目

を予習しておく 

649 

675 

11 

12 

免疫疾患 
慢性関節リウマチにおける薬物治療の位置づ

け、処方、副作用 

事前配付資料ならびに

慢性関節リウマチとそ

の治療薬について記載

されている教科書の該

当項目を予習しておく 

630 

13 皮膚疾患  
アトピー性皮膚炎における薬物治療の位置づ

け、処方、副作用 

事前配付資料ならびに

アトピー性皮膚炎とそ

の治療薬について記載

されている教科書の該

当項目を予習しておく 

622 

623 

684 

14 

15 

呼吸器疾患 
気管支喘息および COPDにおける薬物治療の位

置づけ、処方、副作用 

事前配付資料ならびに

気管支喘息・COPD とそ

の治療薬について記載

されている教科書の該

当項目を予習しておく 

655 

656 

16 定期試験 筆記試験（９０分） 
 

 

注）上記の第１回～第 15 回は、授業の概要を示したもので、講義の順番は変更される場合があります。 
＊到達目標番号と到達目標の対応は、大学 HP 掲載のコアカリ SBO 番号／項目対応表を参照して下さい。 


